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５ 路面舗装復旧について 

(1) 復旧断面 

ア 仮復旧の舗装厚 

交通量の少ない道路（大型車交通量 1方向 100台未満） 4cm 

交通量の多い道路 （大型車交通量 1方向 100台以上） 5cm 

歩道（乗入れは除く）                3cm 

（主要幹線道路では、必要に応じて仮復旧においても基層を設けること） 

イ 本復旧の舗装厚及び路盤構成 

掘削したとき（仮復旧施工時）に、現状の舗装路盤厚を記録し、同等以上の舗装

路盤構成で復旧すること。                   （別紙 2参照） 

ただし、現状がオーバーレイ工法などにより必要以上に表層が設けられ、かつ路

床が安定している場合は、別途相談すること。 

なお、縦断掘削で舗装全幅もしくは一車線全幅の打換えを行う場合、または、掘

削深さが１ｍ以内かつ埋戻しを良質土で全土入替えする場合（縦・横断掘削）は、

本復旧において影響幅分の上層路盤の入替えを省略できる。    （別紙 3参照） 

ただし、本復旧施工前に掘削断面及び影響幅に沈下が認められた場合は影響幅分

を含めて上層路盤の入替えを実施すること。 

(2) 仮復旧 

ア 仮復旧は工事終了後、ただちに実施することを原則とする。やむを得ずただちに

実施できない場合は、路盤の砕石の飛散や洗堀等により、通行に支障を生じさせな

いよう適切な措置を講じること。 

イ 仮復旧工事完了後ただちに、道路占用工事(仮復旧)完了届を提出すること。 

（松本市市道の占用等に関する規則第 10条）届出は許可単位で提出すること。 

ウ 仮復旧の完了届には下記の写真を添付すること。 

・ 着手前・各工程の作業中と検測、完了。 

・ 鞘管による施工の場合、打設状況が確認できるもの。（真横から撮影） 

・ 埋め戻し状況のわかるもの。（水締め状況写真含む） 

・ 既設表層厚・上層路盤厚が確認できるもの。 

・ 仮復旧の幅及び延長が確認できるもの。（路肩までの舗装残余幅の確認） 

エ 仮復旧終了後本復旧までの間は、占用者において常に保守点検を行い、十分な維

持管理をすること。 

(3) 本復旧（自主復旧） 

ア 復旧範囲は掘削線から両側 30cm以上とする。 

ただし、本復旧の残余幅員が路肩またはセンターラインから 1.2ｍ未満の場合、ま

たは、舗装幅員が 3ｍ以下の場合は、全幅にわたり本復旧すること。（別紙 4 参照） 

また、2車線以上の道路で縦断掘削する場合は、原則 1車線全幅を本復旧するこ

と。                            （図 7参照） 

イ 大型車の交通量が多い（大型車交通量 1方向 250台/日以上）道路は、進行方向に

対してＶ型・◇型の形状で本復旧を行うこと。         （図 8参照） 
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